

























ではある。「キャリア教育」という文言が我が国の政策文書上に初めて用いられたのは 1999 年 12月

















































































































































































































































































































































ii 厚生労働省によれば、2010 年 3月卒業者の卒業 3 年後の離職率は、中学卒で 62.1％、高等学校卒で
39.2％、大学卒で 31.0％に達しているという。詳細は厚生労働省ホームページのhttp://www.mhlw.go.jp/
















%A6%E3% 81%AB%E3% 81% 8A%E3% 81%91%E3% 82% 8B%E3% 82%AD%E3% 83%A3%E3% 83-






















集　第 2 集』第 6 章pp.83-97
本田由紀（2009）『教育の職業的意義　―若者、学校、社会をつなぐ―』ちくま新書
村上純一（2011a）「今日におけるキャリア教育の高等教育への拡大とその課題　―中教審『キャリア
教育・職業教育特別部会』における『キャリア教育』という語の意味上の変化に着目して―」『東
京大学大学院教育学研究科教育行政学論叢』第 30 号pp.61-71
村上純一（2011b）「中教審『接続答申』における『キャリア教育』の意味」『東京大学大学院教育学
研究科紀要』第 50 巻pp.315-323
望月由起（2011）「大学等におけるキャリア教育・就職支援の現状　―学校種や設置者による相違に
着目して―」日本学生支援機構『学生支援の現状と課題』pp.49-62
渡辺三枝子（2007）「過渡期を迎えたキャリア教育　―その実情と課題―」『教育展望』2007年 10
月号pp.46-51
